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世界銀行グループの中で民間向け投融資を担当 
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国際投資紛争の調
停と仲裁を行う場
を提供 

加盟国に本部を置
く多国籍民間企業
に 
• 政治リスク保険 
• 信用補完 
を提供 し民間投資
における政治的
（非商業）リスク
の軽減 

最貧国の政府に無利
子の融資（クレジッ
ト）や無償資金を提
供 

加盟国の民間企業（多

国籍企業、地場企業）

に、 

• 出資・準出資投資 

• 長期融資 

• リスクマネジメント 

• 助言活動 

を提供し、民間セク

ターによる開発を促進 

国際復興開発銀行 

IBRD 

International 

Bank for 

Reconstruction 

and Development 

 

国際開発協会 

IDA 

International 

Development 

Association 

国際金融公社 

IFC 

International 

Finance 

Corporation 

多数国間投資 

保証機関 

MIGA 

Multilateral 

Investment and 

Guarantee 

Agency 

投資紛争解決 

国際センター 

ICSID 

International 

Centre for 

Settlement of 

Investment 

Disputes 

中所得国および信用

力のある貧困国に、 

• 融資、 

• 保証、および 

• 非融資業務（分

析・助言活動） 

を提供 

 設立：1945年  設立：1960年  設立：1956年  設立：1988年  設立：1966年 

共通の使命：極度の貧困の撲滅・繁栄の共有の促進 



IFC 組織概要 
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• 民間セクターへの投融資の支援を目的として1956年に設立 

• 世界銀行グループで民間セクターの開発を担当 

• 商品とサービス：出資、準出資、長期融資、リスクマネジメント、地場

通貨建て融資、アドバイザリー・サービスなど 

• 信用格付け：AAA（安定的） 

• 現在の加盟国は184カ国（日本は米国に続く第二の株主） 

• 約3,900名の職員（内59％は世界各国の現地事務所勤務） 

IFCの特徴 

• 本部：米国ワシントンDC 

• グローバル展開 – 130カ国以上の国にて業務展開 

• ローカル展開- 98カ国、108都市に現地オフィスを配置 

拠点 



世界に広がる活動拠点 
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計100以上の現地オフィスを配置 

豊富な実績や経験に基づく投融資、助言活動のベストプラクティスを用いることで、顧客利益を追求 

Dakar 

Nairobi 

Johannesburg 

Cairo 

Washington 

Mexico City 

Bogota 

Buenos Aires 

São Paulo 

Santo Domingo 

Moscow 

Hong Kong 

New Dehli 

Almaty 

Istanbul 

Singapore 

IFC HQ/Regional Hub 

IFC Hub Offices 

IFC Regional Operations Center 

IFC Country Offices 

World Bank Group Hub 

Office 



 IFCの全額出資子会社 

 政府系ファンド、年金、開
発金融機関などの投資ファ
ンドを運用 

 IFCと協調して、機関投資家
から調達した資本を投資 

 

 企業への助言 

 官民パートナーシップ 

 世界銀行と協働し、投資環
境整備への助言 

 融資 

 出資 

 貿易金融 

 シンジケートローン 

 証券化商品 

 リスクマネジメント 

 混合金融 

 新興国現地通貨建て融資 

IFCのサービス 
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IFC アセット 
マネージメント社 

投融資 

契約済みポートフォリ
オ517億米ドル (FY14) 

助言活動 

720 件 11億米ドル相当 

(FY14) 
64億米ドル運用 

 (FY14) 



IFCの強み 
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持続可能な 
経済発展に寄与 

環境・社会面の 
リスク管理 

カントリーリス
クの軽減 

国際的な 
専門能力 

地域事情に 
精通 

魅力的な長期 
ファイナンスの 

提供 

 出資、準出資
投資 

 固定・変動金
利、地場通貨
建て融資1 

 最長20年の償
還期間 

 柔軟な返済計
画 

 他の出資者や
貸し手の呼び
水 

 

 現地オフィス
の幅広いネッ
トワーク 

 現地における
豊富な実績と
経験 

 世界銀行との
相乗効果 

 国際分野にお
ける40年以上
の経験 

 新規案件にも
積極的に参加 

 事業拡大／近
代化を支援 

 経営戦略をア
ドバイス 

 技術支援 

 現地政府機関と
の密接な協力関
係 

 政府による収
用・ 契約義務
の不履行・外貨
交換停止等のリ
スクの軽減 

 世界銀行との相
乗効果 

 源泉徴収税免除
のメリット 

 

 環境・社会面に
おけるベストプ
ラクティスの提
供 

 現地での住民対
話や透明性のた
めの情報公開と
支援   

 

 地場サプライ
ヤーを支援 

 環境・社会面
に関するアド
バイス 

 コーポレー
ト・ガバナン
スの確立 

 地場経済の発
展に寄与 

 

1. 44の現地通貨での融資実績があります（詳細は次頁参照） 



IFCの現地通貨建て融資 
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長期融資が検討可能な現地通貨 

アジア:  

 Chinese renminbi  

 Hong Kong dollar 

 Indian rupee 

 Indonesian rupiah 

 Korean won 

 Philippine peso 

 Thai baht 

 Vietnamese dong  

東欧:  

 Kazakh tenge 

 Polish zloty 

 Romanian leu 

 Russian ruble 

 Turkish lira 

アフリカ:  

   Botswana pula 

   Ghanaian cedi 

   Kenyan shilling 

   Nigerian naira 

   Rwandan Franc 

   South African rand 

   Tanzanian shilling 

   Ugandan shillings 

   Zambian kwacha  

中東:  

  Egyptian pound  

  Moroccan dirham 

  Pakistani Rupee 

  Saudi riyal  

  UAE dirham 

 

2013年6月時点において、IFCは44の通貨で計90億ドル以
上の現地通貨建て融資の実績があります 

ラテンアメリカ:  

 Argentine peso  

 Brazilian real 

 Chilean peso 

 Colombian peso 

 Mexican peso 

 Peruvian soles 



金融商品 – エクイティ（出資）からデット（融資）まで 
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シニアデット 

およびその 

同等商品 

 

エクイティ 

（出資） 

メザニン ／  

準エクイティ 

（準出資） 

  シニアデット (コーポレート・ファイナンス、プロジェクトファイナンス) 

  固定／変動金利、米ドル、ユーロ、ほとんどの現地通貨 

  プロジェクト／企業ニーズに合わせた返済スケジュール 

  長期融資:  8-20年と適切な据置期間 

  単独融資・協調融資・引受・保証により他の貸し手や投資家の資金を動員  

  劣後ローン 

  収益参加型ローン 

  転換性証券 

  その他のハイブリッド商品 

 

  出資比率は通常5-15% 

  長期投資（株式保有期間は通常6-8年） 
  単なる投資家ではなく、株主価値増大に貢献 

  －先進技術、顧客の紹介 

  －地元政府とのパイプ 

  －株主間の利害調整役 

 



ファイナンス利用枠 
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プロジェクトのタイプ IFCの投資 

 

新規プロジェクト 

 

 

 

拡張・再生プロジェクト  

プロジェクト総費用の25%（総費

用が5000万米ドル未満の場合

は35%）までIFCの自己勘定で

投融資 

 

プロジェクト総費用の50%まで 

 

(1)プロジェクト・ファイナンスの場合 

(2)コーポレート・ファイナンスの場合 
 

  IFCの投融資総額（自己勘定）は企業のキャピタリゼーション（自己資本＋長期負債）総額の25％未満。 
 

  IFCは経営会議に参加したり筆頭株主にはならない。 
 



IFCの重点分野 
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フロンティア・マーケット 

長期的関係 

気候変動 

インフラ、保健、 
教育、食糧供給 

地場の金融市場 

• 最貧国や中所得国における低開発地域、復興地域な
ど課題を抱えるマーケットを重点的に支援します 

• 気候変動に取り組み、環境面・社会面（E&S）での
持続可能性を追求します 

• インフラ、保健、教育、食糧供給分野での民間セク
ターの拡大を促進します 

• 各地域における地場の金融セクターの発展を支援し
ます 

• 新興国において、顧客との長期的関係の構築に努め
ます 



APPENDIX 
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1. 案件の地域・セクター別内訳 

2. プロジェクトの開発効果&決算ハイライト 

3. 支援対象プロジェクト 

4. 出資案件のパフォーマンス 

5. 投融資案件の流れ 



各地域の新興国において、幅広いセクターに投融資 
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（FY2014 プロジェクト実績） 

地域別 セクター別 

2014年6月末の契約残高上位国（全体に占める割合 %） 
1) インド（9%）  
2) トルコ （6%）  
3) 中国（6%）  
4) ブラジル （5%）  
5) ロシア （4%）  

Agribusiness & 
Forestry, 6.1% 

Consumer & Social 
Services, 5.4% 

Financial Markets, 
20.0% 

Funds, 2.8% 

Infrastructure, 14.1% 

Manufacturing, 5.7% 
Oil, Gas & Mining, 

2.6% 

Telecommunications 
& Information 

Technology, 2.8% 

Trade Finance , 
40.6% 

Sub-Saharan 
Africa, 20.5% 

East Asia and 
Pacific, 16.1% 

South Asia, 
9.0% 

Europe and Central 
Asia, 20.2% 

Latin America and 
the Caribbean, 

23.5% 

Middle 
East 
and 

North 
Africa, 
9.8% 

Global, 0.9% 



FY2014 プロジェクト実績及び開発効果 
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投融資 

プロジェクト実績              開発効果 

サービス利用者 

 

創出した雇用数：2.6百万人 

中小企業（SME）向けローン： 
2,736億ドル／540万件 

 

患者数：27.1百万人 

給水：30.3百万人 

送電：51.3百万人 

生徒・学生数：2.5百万人 

農家：2.9百万人 

新規投融資契約 

契約済みポートフォリオ 

財務実績 

新規プロジェクト：599件 

対象国：98カ国 

契約総額：223億ドル 
- IFC自己勘定分：172億ドル 
- 資金動員1：51億ドル 

 

総額：517億ドル 

企業数：2,011社 

 

純利益2：1,739百万ドル 

IDA拠出金：251百万ドル     
       
     

 
1. 協調融資、ストラクチャード・ファイナンス、IFCイニシアチブ、アセットマネジメントを含む 
2. IDA拠出前 



支援対象プロジェクト 
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IFCでは、様々な金融サービスを行っておりますが、原則として下記の規準を満たし

ているプロジェクトが投融資の対象となります。 

 

 ①プロジェクトがIFCの加盟国である開発途上国に所在していること 

   （日本企業の海外子会社も対象です） 

 ②民間セクター向けであること 

 ③技術的に健全で、収益性が良好であること 

 ④開発効果（現地経済への便益）が見込まれること 

 ⑤IFCの環境・社会基準の両方を満たしていること 

 



投融資案件の流れ 
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Concept 

Review  

（予備審査）  

顧客－IFC間の協
議 

 

プロジェクトの情報
共有、顧客ニーズ
の理解 

 

プロジェクトの影
響・開発効果などの
分析 

 

マンデート・レター
締結 

Due Diligence 

ビジネス機会、リス
クの分析 

 

環境＆社会面の効
果・リスク分析 

 

ターム・シートの協
議開始 

 

Disclosure 

IFCのウェブサイト
に案件概要及び
環境＆社会面の
情報開示 

 

パブリック・コメント
の機会提供 

Commitment 

and 

Disbursement 

投資委員会
（Investment 

Review）の承認 

 

ターム・シートの交
渉及び最終合意 

 

理事会（Board）の
承認 

 

リーガル・ドキュメン
トの締結 

 

払込み 

Monitoring 

年次のプロジェク
ト・パフォーマンス
のレビュー 

 

財務諸表の提出 

 

環境＆社会面のレ
ポート提出 



連絡先 

IFC（国際金融公社） 東京事務所 
 

所長：   水野 哲昭    nmizuno1@ifc.org 

    

千代田区内幸町2-2-2 富国生命ビル10階 

Tel: 03-3597-6657      Fax: 03-3597-6698 

 www.ifc.org 


